
令和４年２月

東京航空局工事調達の総合評価落札方式に係る
基本方針

東京航空局の工事調達における総合評価落札方式の適用にあたっては、下記のとおり
実施することを基本とする。
なお、令和４年４月１日以降に契約を締結する工事から適用する。

記

１．対象工事
○ １千万円を超える全ての工事

別紙「タイプ選定フロー」によりタイプを選定
※技術提案評価型（Ａ型・Ｓ型）又は施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）

２．総合評価落札方式のタイプ及び評価基準と配点
① 技術提案評価型（最高加算点４３点）（注１：最高加算点44点）

Ａ型：構造上の工夫や特殊な施工方法等を含む高度な技術提案を求めることに
より民間企業の優れた技術力を活用し、公共工事の品質をより高めるこ
とを期待する場合に適用
実施する必要がある場合、評価基準と配点については別途調整する。

Ｓ型：・「品質向上」の観点から、技術的工夫の余地が大きい工事を対象に、

発注者が示す仕様に対し特定の技術的課題等に関して施工上の工夫等

の技術提案を求めて評価する。

・「技術的工夫の余地」については発注者により技術的判断を行う。
・技術提案 「20点」
企業の施工能力 「10点」（注１：11点）

配置予定技術者の能力「10点」
賃上げの実施を表明した企業等「3点」

② 施工能力評価型（最高加算点２２点）（注１：最高加算点23点）

｢品質確保｣の観点から、技術的工夫の余地が小さな工事を対象に、発注者が
示す仕様に基づき適切で確実な施工を行う能力を確認する場合に適用
難易度に応じて施工計画を求めるⅠ型と求めないⅡ型がある。

Ⅰ型：施工計画(参加資格要件) 「可・否の評価」

企業の施工能力 「10点」（注１：11点）

配置予定技術者の能力 「10点」
賃上げの実施を表明した企業等「2点」

Ⅱ型：施工計画（求めない）
企業の施工能力 「10点」（注１：11点）

配置予定技術者の能力 「10点」
賃上げの実施を表明した企業等「2点」

【備考】注１：「空港土木施設におけるICTの活用対象工事」について、ICTの活用計画がある場合に、企業の施工能力に１点を
追加し評価を行う。

「航空局建築工事等における生産性向上技術の活用（試行）工事について、取組みがある場合に、企業の施工
能力に１点を追加し評価を行う。



工事の技術的難易度（出典：航空局工事技術的難易度評価実施要領）

事業

分類

１．構造物条件

　（設備ｼｽﾃﾑ種別条件）

２．技術特性

　（作業条件）

３．自然条件

　（運用・ｼｽﾃﾑ複合条件）

易 やや難 難

易 やや難 難 特に難

環境
整備

易 やや難 難

No 適用ﾀｲﾌﾟ

例 施工能力評価Ⅰ型

航空灯
火施設

●●空港●●工事 やや難

３．特殊（管制塔(２種以上)、ILS）

３．特殊（レーダー施設）

契　約　件　名 概算額（千円） 工事難易度

無線

１．簡易（A/G,ATIS,AEIS,NDB等、機器の関連する付帯工事）

易 やや難 難
２．一般（管制塔(３種)、VOR/DME)

品質向上の観点から、技術的工夫の余地につい
て検討する。３．特殊（美術館・研究施設等）

機器設置工事、緩衝緑地帯土木工事、場外地排水工事、場外地防護
柵工事 ①施工上の技術的課題があり技術提

案を求めて評価する。 Ｓ型
航空灯火及び電気施設工事 易 やや難 難

②発注仕様書、図面等により規定さ
れている内容に工夫の余地はない。 Ⅰ型

注）技術提案を求めて評価する必要性がある場合に
は、工事の特質、技術提案の設定理由、提案の評価
基準等をＶＥ審査委員会において審議する。

建築

１．簡易（倉庫、車庫）
易 やや難 難

２．一般（庁舎、研修所、局舎等）

４．社会条件 有・無

５．マネジメント特性 有・無

道路共同溝(シールド工法)
◇発注者における技術的判断

空港舗装(セメントコンクリート舗装、グルービング工、舗装取
壊)、ケーブルダクト工、その他(地盤改良工)、橋梁上部(鋼橋、床版
工(鋼橋))、橋梁下部(鋼製橋脚・橋台)、道路共同溝(推進工法、開削
工法)

易 やや難 難

（工事難易度が「難」以上の場合）

☆大項目に含む「Ａ評価の小項目」の有無

有・無

有・無

有・無

総合評価落札方式　タイプ選定フロー

総合評価落札方式のタイプは、本フロー図により選定する。
なお、フロー結果以外のタイプにて実施する場合若しくは技術提案評価型Ａ型を実施する必要がある場合は別途調整する。

工事区分 工　事　難　易　度

土木

空港用地造成（土工事、法面工、排水工(カルバート工含む)、緑地
工、擁壁工、柵工、ケーブルダクト工、共同溝）、道路・駐車場舗
装(セメントコンクリート舗装、アスファルト舗装、ブロック舗
装)、道路付属施設、カルバート工(道路)、擁壁工(道路)、道路排水
工、公園、土木維持修繕、除雪、その他(緩衝緑地)

易 やや難 難

ＷＴＯ対象工事ま

たは、工事難易度

が「難」以上の工

事※

通常の構造・工法では

工期等の制約条件を満足した

工事が実施できない。

想定される有力な

構造形式や工法が複数存在する

ため、発注者としてあらかじめ

１つの構造・工法に絞り込まず、

幅広く技術提案を求め、最適案

を選定する必要がある。

標準技術による標準案

に対し、部分的に設計の変更を含

む工事目的物に対する提案を求め

る、あるいは高度な施工技術や特

殊な施工方法の活用により品質の

向上、コスト縮減、工期短縮等を

特に求める。

ＷＴＯ対象工事または、

技術的難易度評価の小項目にＡ

評価があり、かつ技術的工夫の

余地がある。☆（発注者による

技術的判断を行う◇）

工事難易度

「やや難」

以上の工事

技術提案評価型

（ＡⅠ型）

技術提案評価型

（ＡⅡ型）

技術提案評価型

（Ｓ型）

施工能力評価型

（Ⅰ型）

施工能力評価型

（Ⅱ型）

ＮＯ

ＮＯ 予備（基本）設計の実施

ＮＯ
詳細（実施）設計の実施

標準案の決定

ＮＯ

ＮＯ

YES

YES

YES

YES

YES

YES

技術提案評価型

（ＡⅢ型）

※１千万円未満は通常一般競争とする。

・施工体制確認型及び特別重点調査対象は、

1億円以上で適用する。

・契約後ＶＥは、６千万円以上で適用する。

・ＷＴＯ対象工事は４５０万ＳＤＲ

ＮＯ

別紙

※次のイ）及びロ）の条件をすべて満たす工事に
おいては、施工能力評価型Ⅱ型により実施するこ
とができる。

イ）１件につき予定価格が３億円未満の工事

ロ）施工計画の提出を求めずに、企業・技術者の

能力等の評価により、適切かつ確実に施工上

の性能等が確保されることが確認できる工事

YES


